
制
に
向
け
て
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
促
進
と

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
な
ど

を
目
的
に
、タ
ク
シ
ー・バ
ス
利
用

券
を
交
付
し
、
地
域
交
通
対
策
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

○
町
へ
の
移
住
や
定
住
を
増
や
す
た

め
、
町
で
空
き
家
を
取
得
し
、
お

試
し
で
実
際
に
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
居
住
用
住
宅
の
整
備
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
の

防
犯
対
策
や
犯
罪
抑
止
に
つ
な
げ

る
た
め
、
防
犯
用
品
を
購
入
さ
れ

る
際
の
一
部
費
用
を
補
助
し
ま
し

た
。

〇
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減

税
の
調
整
給
付
に
お
い
て
、
金
額

に
不
足
が
生
じ
た
方
に
対
し
て
、

不
足
額
給
付
金
を
支
給
し
ま
し

た
。

〇
５
年
に
１
度
、
す
べ
て
の
人
や
世

帯
を
対
象
に
、
年
齢
や
就
業
、
暮

ら
し
の
様
子
な
ど
を
調
査
す
る
国

勢
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
費

○
越
生
町
障
が
い
福
祉
総
合
計
画
な

ど
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
方

一
人
ひ
と
り
の
自
立
と
、
地
域
で

の
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

○
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
在
宅
福
祉
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま

し
た
。

〇
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
物
価
高

主
導
し
て
整
備
・
運
用
す
る
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
関
連
の
費
用
を
算
定

し
た
地
域
振
興
費
等
の
需
要
額
の
伸

び
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
増
加
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
町
債
は
、
中
央
公
民
館

等
の
屋
根
及
び
外
壁
改
修
事
業
の
完

了
に
伴
う
借
入
金
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
約
１
億
３
，
２
７

９
万
円
、
８９
．
７
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。一

般
会
計
歳
出

　
歳
出
決
算
総
額
は
、
約
４８
億
６
，

３
４
９
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

約
８
，
３
１
２
万
円
、
１
．
７
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
少
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
物

価
高
騰
対
策
の
た
め
に
国
庫
補
助
金

を
受
け
て
実
施
し
た
低
所
得
世
帯
支

援
給
付
金
事
業
の
縮
小
や
、
中
央
公

民
館
等
の
屋
根
及
び
外
壁
改
修
事
業

の
完
了
に
よ
り
、
支
出
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
総
額
５３
億
２
，
４
２

２
万
円
と
歳
出
総
額
４８
億
６
，
３
４

９
万
円
の
差
額
約
４
億
６
，
０
７
３

万
円
は
令
和
８
年
度
へ
繰
り
越
し
ま

し
た
。目

的
別
の
主
な
事
業

総
務
費

○
行
政
運
営
の
効
率
化
と
将
来
的
な

シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
抑

　
令
和
７
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月

の
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
一
般
会
計
約
４８
億
６
，

３
４
９
万
円
、特
別
会
計
約
２８
億
１
，

１
３
７
万
円
、
水
道
事
業
会
計
約
３

億
８
，
２
７
８
万
円
（
収
益
的
支
出

と
資
本
的
支
出
の
計
）、
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
約
６
，
１
８
８
万
円

（
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
計
）

と
な
り
、総
額
約
８１
億
１
，
９
５
２

万
円
で
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
入

　
歳
入
決
算
総
額
は
約
５３
億
２
，
４

２
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約

１
，
８
７
５
万
円
、
０
．
４
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
町

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
税
は
、約
１４
億
７
８
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
約
１
億
１
８
２
万

円
、
７
．
８
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
法
人
町
民
税
及
び
固
定

資
産
税
の
増
収
に
加
え
、
個
人
町
民

税
の
定
額
減
税
の
影
響
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
１９
億
１
，
０
８

０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
１

億
３
，
５
０
３
万
円
、
７
．
６
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
が

令
和
７
年
度決

算
報
告

歳入の状況歳出の状況

町税
14億780万円
26.4％

繰越金
3億5,887万円

6.7%

繰越金
3億5,887万円

6.7%

自主財源
19億7,592万円

37.1%

自主財源
19億7,592万円

37.1%

歳入

国庫支出金
6億5,767万円
12.4%

国庫支出金
6億5,767万円
12.4%

地方交付税
19億1,080万円

35.9%

地方交付税
19億1,080万円

35.9%

その他
4億5,144万円

8.4%

その他
4億5,144万円

8.4%

53億
2,422万円

民生費
17億883万円
35.1%

総務費
8億2,438万円
17.0%

衛生費
3億8,029万円

7.8%

衛生費
3億8,029万円

7.8%

土木費
3億6,549万円

7.5%

土木費
3億6,549万円

7.5%

教育費
4億6,041万円

9.5%

公債費
3億4,975万円

7.2%

公債費
3億4,975万円

7.2%

消防費
3億570万円
6.3%

消防費
3億570万円
6.3%

歳出
48億
6,349万円

分担金及び
負担金
2,520万円
0.5%

使用料及び
手数料
3,886万円
0.7%

その他
1億4,519万円

2.8%

依存財源
33億4,830万円

62.9%

依存財源
33億4,830万円

62.9%

町債
1,520万円
0.3%

県支出金
3億1,319万円

5.9%

農林水産業費
1億7,191万円

3.5%
その他

2億9,673万円
6.1%

その他
2億9,673万円

6.1%

2

○
古
池
地
内
の
橋
戸
川
河
川
改
修
に

向
け
て
、
調
査
・
測
量
を
行
い
ま

し
た
。

〇
親
子
連
れ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
が
よ
り
快
適
に
楽
し
め
る
よ

う
、
広
場
へ
の
芝
の
植
栽
な
ど
、

川
原
田
児
童
公
園
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

○
越
生
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
町
営
仲
町
住
宅
の
安
心

な
暮
ら
し
を
支
え
る
給
排
水
管
や

ガ
ス
管
の
改
修
工
事
を
進
め
ま
し

た
。

教
育
費

○
越
生
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教

育
力
向
上
や
生
涯
学
習
を
推
進
し

ま
し
た
。

○
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
支
援

策
と
し
て
、
小
中
学
校
の
給
食
費

全
額
無
償
化
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

○
梅
園
小
学
校
の
校
舎
２
階
東
側
児

童
用
ト
イ
レ
及
び
多
目
的
ル
ー
ム

空
調
の
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
公
民
館
施
設
の
適
切
な
管
理
と
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
空
調
や

照
明
設
備
の
修
繕
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
、「
安
心
元
気
な
越
生
町　

共
に
創
る
新
し
い
未
来
！
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
等

　
令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
き
、
財

政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
算
出
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
防
除
対
策
と
し
て
、
梅

の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
に
薬

剤
を
交
付
し
た
ほ
か
、
早
期
発
見

や
被
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
た
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、

町
の
豊
か
な
緑
を
守
る
た
め
の
伐
採

な
ど
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

商
工
費

○
町
内
で
起
業
す
る
中
小
企
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、
事
業
の
立
ち
上

げ
に
必
要
と
な
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
し
た
。

○
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

訪
れ
る
方
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
町
内
に
点
在
す
る
観
光

ト
イ
レ
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま

し
た
。

〇
越
生
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
補
助

金
を
交
付
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
越

生
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〇
全
国
か
ら
１３
の
市
町
が
集
ま
り
、

本
町
に
お
い
て
１３
年
振
り
に
全
国

梅
サ
ミ
ッ
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

○
町
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
案

内
板
な
ど
の
点
検・整
備
を
行
い
、

誰
も
が
安
全
に
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

土
木
費

〇
地
域
の
生
活
道
路
に
お
け
る
円
滑

な
通
行
と
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、町
道
２

－

２９
号
線（
和

田
横
丁
）
の
道
路
拡
幅
工
事
を
進

め
ま
し
た
。

○
越
生
町
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
計
画
的
な
橋
梁
点
検

や
必
要
な
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内
の

障
が
い
福
祉
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
へ
、
運
営
の
継
続
と
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

○
出
生
祝
金
支
給
事
業
、
こ
ど
も
の

医
療
費
支
給
事
業
、
学
童
保
育
事

業
、
子
ど
も
食
堂
応
援
金
事
業
な

ど
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
に
向
け
た
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
保
育
園
・
幼
稚
園

等
を
利
用
す
る
園
児
の
給
食
費
無

償
化
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

衛
生
費

○
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る

健
康
増
進
事
業
や
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
電

気
自
動
車
等
の
購
入
費
に
対
す
る

補
助
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

生
ご
み
処
理
容
器
「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
啓
発
、
山
並
み
連
携
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
た
各
種
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

○
社
会
的
な
墓
地
不
足
に
対
応
し
、

町
民
の
安
心
や
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
、
町
営
樹
木
葬
墓
苑
「
五
大

尊
花
木
墓
苑
」
の
適
切
な
運
営
と

管
理
を
行
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

○
梅
や
ゆ
ず
な
ど
の
特
産
品
の
魅
力

を
広
く
発
信
し
た
ほ
か
、
新
鮮
な

地
元
産
品
を
味
わ
う
地
産
地
消
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
町
の
宝
で
あ
る
梅
を
守
る
た
め
、

（
経
営
）
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、

健
全
性
を
示
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

他
の
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は

８８
．
１
％
で
依
然
と
し
て
高
い
数
値

に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
１
．
０
に
近
い
ほ
ど
財
政

に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
財
政
力

指
数
は
、
０
．
４
５
２
と
低
水
準
に

あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

・実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
・連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
・実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率
・将来負担比率：一般会計等が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率	
・資金不足比率：各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率

歳入 歳出 差引額
総　　額 86億 6,839 万円 81億 1,952 万円 5億 4,887 万円
一般会計 53億 2,422 万円 48億 6,349 万円 4億 6,073 万円
特別会計 29億 6,430 万円 28億 1,137 万円 1億 5,293 万円

公平委員会特別会計 29万円 16万円 13万円
国民健康保険特別会計 13億 4,265 万円 13億 2,820 万円 1,445 万円
介護保険事業特別会計 13億 9,201 万円 12億 5,613 万円 1億 3,588 万円
後期高齢者医療特別会計 2億 2,935 万円 2億 2,688 万円 247万円

水道事業
会　　計

収益的収支 3億　880万円 2億 8,843 万円 2,037 万円
資本的収支 460万円 9,435 万円 ▲ 8,975 万円

農業集落
排水事業
会　　計

収益的収支 6,639 万円 5,789 万円 850万円
資本的収支 8万円 399万円 ▲ 391万円

健全化判断比率 （単位：％）
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

越生町 － － 6.6 －
早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

資金不足比率 （単位：％）
特別会計名称 資金不足比率 特別会計名称 資金不足比率

農業集落排水事業会計 － 水道事業会計 －
経営健全化基準 20.0 経営健全化基準 20.0

会
計
別
決
算

歳入の状況歳出の状況

町税
14億780万円
26.4％

繰越金
3億5,887万円

6.7%

繰越金
3億5,887万円

6.7%

自主財源
19億7,592万円

37.1%

自主財源
19億7,592万円

37.1%

歳入

国庫支出金
6億5,767万円
12.4%

国庫支出金
6億5,767万円
12.4%

地方交付税
19億1,080万円

35.9%

地方交付税
19億1,080万円

35.9%

その他
4億5,144万円

8.4%

その他
4億5,144万円

8.4%

53億
2,422万円

民生費
17億883万円
35.1%

総務費
8億2,438万円
17.0%

衛生費
3億8,029万円

7.8%

衛生費
3億8,029万円

7.8%

土木費
3億6,549万円

7.5%

土木費
3億6,549万円

7.5%

教育費
4億6,041万円

9.5%

公債費
3億4,975万円

7.2%

公債費
3億4,975万円

7.2%

消防費
3億570万円
6.3%

消防費
3億570万円
6.3%

歳出
48億
6,349万円

分担金及び
負担金
2,520万円
0.5%

使用料及び
手数料
3,886万円
0.7%

その他
1億4,519万円

2.8%

依存財源
33億4,830万円

62.9%

依存財源
33億4,830万円

62.9%

町債
1,520万円
0.3%

県支出金
3億1,319万円

5.9%

農林水産業費
1億7,191万円

3.5%
その他

2億9,673万円
6.1%

その他
2億9,673万円

6.1%

経常収支比率の推移

94.1 92.8 

84.8

88.9 89.9 
90.5 

88.1
90.3 

87.9 

82.4 

87.0 

89.1 89.0 

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

越生町
県内町村平均

　水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 8,975 万円は、過年度分損益勘定留保
資金で補てんしました。
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